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◆◆ 沼田市役所 ☎ 0278-23-2111  ◆◆

まちづくり事業補助金
対象の事業計画を募集

　地域活性化や課題解決に向けた活動など、
市民と行政のパートナーシップにより魅力ある
まちづくりを推進するため、令和 5年度の市民
協働によるまちづくり事業補助金対象事業計画
を募集します。
■対象事業
・市民協働を推進するために必要な事業
・新規事業や既存の活動を拡充する事業
■対象団体
・５人以上で構成し、過半数が市内に在住、
在勤または在学している
・市内に活動拠点があり、市内で活動している
■補助対象経費
・講師の謝礼、交通費
・チラシなどの印刷代、用紙代、消耗品代
・会場使用料、機材借上料、原材料費
・ボランティア保険料、郵送料、５万円未満の
備品購入費など
※10万円以上の事業が対象
■事業実施期間　４月１日（土）～来年３月31
日（日）
※継続の場合は、連続して２年を限度
■補助率および補助限度額　補助対象経費２
分の１以内で15万円が上限（２年目は同経費
３分の１以内で10万円が上限）
■申込期限　３月15日（水）

申込み・問合せ　市民協働課協働推進係☎内
線 3051

　
市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
２
月

21
日
（
火
）
に
開
会
し
ま
す
。
　

　
会
議
の
様
子
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
生
中
継
と
録
画
配
信
を
視
聴

で
き
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
観
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

インターネット
中継はこちら　

　
認
知
症
の
人
を
長
年
介
護
さ
れ

て
き
た
人
や
、
家
族
が
認
知
症
の

診
断
を
受
け
た
ば
か
り
で
不
安
を

感
じ
て
い
る
人
な
ど
、
介
護
者
同

士
だ
か
ら
で
き
る
話
を
共
有
し
ま

せ
ん
か
。

と
き
　
２
月
24
日
（
金
）
午
後
２

時
～
４
時

と
こ
ろ
　
内
田
病
院
（
５
階
）

対
象
　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て

い
る
家
族

定
員
　
８
人
程
度

申
込
期
限
　
２
月
17
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
介
護
高
齢
課

地
域
支
援
係
☎
内
線
３
１
４
９

認
知
症
家
族
交
流
会

1002344

問
合
せ

生
涯
学
習
課
市
民
文
化

推
進
室
☎
内
線
３
３
２
２

自
主
サ
ー
ク
ル
活
動
補
助
金

1002111　
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
サ
ー
ク

ル
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す
。

補
助
額
　
２
万
７
千
円

条
件
　
次
の
全
て
の
条
件
を
満
た

す
サ
ー
ク
ル

①
会
員
が
10
人
以
上
で
、
年
間
６

回
以
上
の
学
習
会
（
活
動
）
を
し

て
い
る

②
自
主
的
に
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル

③
過
去
に
同
事
業
の
支
援（
補
助
）

を
受
け
て
い
な
い

サ
ー
ク
ル
内
容

▽
趣
味
の
活
動
（
俳
句
、
絵
画
、

手
芸
、
音
楽
な
ど
）

▽
軽
ス
ポ
ー
ツ（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、

ダ
ン
ベ
ル
、
ダ
ン
ス
な
ど
）

申
込
期
限
　
２
月
24
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ

生
涯
学
習

課
市
民
文
化
推
進
室
☎
内
線

３
３
２
７

2月の健康テレホンサービス
☎027-234-4970をダイヤルすると、3分間の
健康講話が聞けます
月曜日  心筋梗塞と危険因子　　　
火曜日      キシリトールについての誤解　　　
水曜日  便秘の注意事項　　　
木曜日  歯科の麻酔の注意事項
金曜日  ＭＣＩ（軽度認知障害）
土・日曜日　子どもの肥満

【直接相談タイム（歯科）】2月8日（水）19:30～21:00　

市
議
会
３
月
定
例
会
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
視
聴
を

1012821

問
合
せ
　
議
会
事

務
局
☎
内
線
５
１

０
２市

民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
み
ん

な
の
発
表
会
（
展
示
会
）」

1003270　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
い
る
「
学
書
ク
ラ
ブ
」
と
「
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
花
（
は

な
）・
美
（
び
）・
和
（
よ
り
）」
の

２
団
体
が
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き
　
２
月
16
日
（
木
）
午
後
１

時
～
７
時
、
17
日
（
金
）
午
前
９

時
～
午
後
７
時
、
18
日
（
土
）
午

前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
６
階
会
議

室
６
０
１

問
合
せ
　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

ホ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぬ
ま
た
ん

家
☎
２
２
・
８
４
４
４

    寒い冬を快適に過ごすためには、家の中を暖かく
保つことが重要です。暖房の使用は欠かせませんが、
エネルギーの消費は家庭の中でも大きな割合を占め
ており、電気や燃料の出費も大きくなりやすいです。
家の断熱を意識すると、暖房の使用を抑えつつ、健
康で快適に過ごすことができます。

目指そう目指そう

ゼロカーボンシティぬまたゼロカーボンシティぬまた

問合せ　環境課環境政策係☎内線3071

●カーテンやブラインドの長さや素材を生かす
・カーテンは床にぴったりくっつく長さにすることで、
窓とカーテンの間に漂う冷気が室内に移動しにくく
なり、隙間風も和らげることができます。
・カーテンを買い換えるときは厚手の素材にするな
ど、冷気の通しにくさを考えましょう。
・ブラインドの中には断面が六角
形になっている断熱ブラインドが
あります。窓からの冷気だけでな
く、夏の熱気対策にも効果があり
ます。

広報ぬまた  2023. 215

1012831

募

集

新
規
学
卒
就
職
者
研
修
会

1006695　
社
会
人
に
必
要
な
基
礎
知
識
を
学

ぶ
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
28
日
（
火
）
午
後
１

時
～
５
時
10
分

と
こ
ろ
　
テ
ラ
ス
沼
田
５
階
議
場

（
Ｗ
ａ
ｌ
ｔ
ｚ
ホ
ー
ル
）

対
象
　
令
和
５
年
３
月
に
中
学

校
、
高
等
学
校
、
大
学
、
専
門
学

校
な
ど
を
卒
業
し
て
、
利
根
沼
田

地
域
の
事
業
所
に
新
規
で
就
職
す

る
人

費
用
　
無
料

申
込
み
　
２
月
15
日
（
水
）
ま
で

に
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
産
業
振
興
課
へ
提
出

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
商
工
振
興

係
☎
内
線
５
０
０
５

市
民
ふ
れ
あ
い
農
園
の

利
用
者
を
募
集

と
こ
ろ
　
戸
鹿
野
町
５
９
９
・
１

区
画
数
　
80
区
画
（
１
区
画
当
た

り
30
㎡
）

付
帯
設
備
　
駐
車
場
、
休
憩
所
、

農
機
具
庫
、
ト
イ
レ
、
給
水
施
設

利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

利
用
料
金
　
１
区
画
５
５
０
０
円

（
１
年
間
）

申
込
み
・
問
合
せ
　
農
林
課
農
業

振
興
係
☎
内
線
５
０
１
５

「
ま
ち
の
達
人
バ
ン
ク
」

新
規
登
録
者
募
集

1009844
地
域
の
講
師
と
し
て
活
躍
す
る

「
ま
ち
の
達
人
バ
ン
ク
」
に
登
録

し
ま
せ
ん
か
。
資
格
や
免
許
の
有

無
、
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
市
Ｈ
Ｐ
内
の
「
ま
ち
の
達
人
バ

ン
ク
講
師
一
覧
」
に
掲
載

▽
講
師
名
を
記
載
し
た
冊
子
を
市

内
小
中
学
校
な
ど
へ
配
布

申
込
み
　
２
月
17
日
（
金
）
ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ「
新
規
登
録
書
」

を
提
出

※
昨
年
度
登
録
の
人
へ
は
別
途
通

知
を
送
付

問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
市
民
文
化

推
進
室
☎
内
線
３
３
２
２

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

　
相
手
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て

心
で
聴
き
、
共
感
す
る
力
を
養
い

ま
す
。

と
き
　
３
月
17
日
（
金
）、
24
日

（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ

白
沢
創
作
館

対
象
　
両
日
参
加
で
き
る
人

定
員
　
20
人

参
加
費
　
無
料

申
込
期
限
　
２
月
28
日
（
火
）

そ
の
他
　
昼
食
は
各
自
用
意

申
込
み
・
問
合
せ
　
社
会
福
祉
協

議
会
☎
２
５
・
３
２
６
７

障
が
い
者
社
会
参
加
促
進

事
業

日
帰
り
旅
行

　
身
体
に
障
が
い
が
あ
る
人
を
対

象
に
、
日
帰
り
旅
行
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
３
月
３
日
（
金
）
午
前
９
時

※
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
集
合
・
出
発

と
こ
ろ
　
群
馬
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
、
こ
ん
に
ゃ
く
パ
ー
ク

定
員
　
15
組
30
人
（
先
着
順
）

※
介
助
者
も
申
し
込
み
が
必
要

参
加
費
　
５
０
０
円

申
込
期
間
　
２
月
10
日
（
金
）
～

17
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
社
会
福
祉
協
議

会
利
根
支
所
☎
５
６
・
４
６
０
３

〈寒い家の原因は窓〉
　暖房使用時に、外に熱が逃げ
る割合は、窓などの開口部が５
割以上を占めます。窓の断熱を意
識した工夫で、家の暖かさを保つ
ことができます。

●リフォームは断熱効果の高い窓から
・断熱リフォームを検討する場合には、まずは効果
の高い窓から実施しましょう。
・複層ガラスや二重窓へリフォームすることで、結露
防止や防音などの効果も得られます。

●床の冷えにはコルクマット
・コルクマットなど熱を通しにく
い素材を床に敷くと、足元の冷
えを抑えられます。

●アルミシートで暖房器具の効果を高めよう
・ホットカーペットや電気こたつの下にアルミシート
を敷くことで、熱を逃がしにくく床からの冷気を防ぐ
効果が期待できます。

　断熱というと大規模なリフォームが必要と思う人
もいますが、少しの工夫でも大きな効果があります。
冬の快適な暮らしのために意識してみてください。 広

告
広
告


